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ながまち荘における 
外国人介護福祉士候補者の受入れ 

【事例報告】 



社会福祉法人恩賜財団済生会支部山形県済生会 

特別養護老人ホームながまち荘 施設概要 

（開設年月日 平成２年７月１日） 
①介護老人福祉施設・・・定員８０名 
②短期入所生活介護・・・定員２０名 
③通所介護・・・定員３５名 
④居宅介護支援事業所 
⑤訪問介護事業所 
⑥地域包括支援センター（山形市委託） 
敷地 ９，４７７．３３㎡ 
建物 ３，７３９．９８㎡ 
構造 鉄筋コンクリート造り平屋建て 

入居者の在所期間 ４年 
入居者の平均介護度 ３．７ 
平均年齢 84．8歳 
(最低年齢55歳～最高年齢102歳 

済生会は、全国９５の病院・診療
所と、３００余りの福祉施設等を運
営し、５４，０００人が働く、日本最
大の社会福祉法人です。 



受入れにあたっての動機・理由 

【国際貢献・交流、人材育成】 
 

外国人介護士の受入は、国際貢献・国際交
流はもちろんであるが、国試合格を１つの目
標に、外国人介護士の育成を図る過程にお
いて、「介護の質の向上」にも資する事業で
ある。また、将来的には外国人のマンパワー
が必要になると考え、２００９年、２人の外国
人介護士（インドネシア人介護士）の受入を
行った。 

 
 

施設長 峯田 幸悦 



 生活の準備 

 アパート（山形済生病院看護師宿舎）の契約 

 家財道具（石油ファンヒーター、冷蔵庫、ガスレンジ、掃除機、 

 テレビ、絨毯、布団、毛布、テーブル等）※施設負担で購入 

 

 支援体制の準備 

 山形インドネシア協会（門脇エニータ氏） 

 山形日本語ボランティア協会（上村淳子氏） 

 

 周知・理解 

 「インドネシアの文化を知る研修会」（勉強会） 

 （山形インドネシア協会 門脇エニータ氏） 

 職員会議等 

 町内会・警察（交番）等へ挨拶等 

受入れにあたっての準備 



 

毎日新聞 朝刊 ２０１０年３月２９日（月） 



【日本語教育】 

•研修担当者と日本語学習を行う。※介護・看護に特化した専門用語等（週５日） 

•日本語教師（山形日本語ボランティア協会）と日本語学習を行う。※基本的な日
本語の文法等（週１～２回） 

【国試対策（筆記・実技）】 

•日常業務を通して、介護の基本的な考え方（自立支援・尊厳・リスクマネジメン
ト等）や基本的な技術の習得を行う。 

•１日の業務の振り返りを記録してもらい翌日、研修担当者が添削を行う。 （毎
日） 

【職場への適応促進・日本の生活習慣習得】 

•オリエンテーション（５日間） 

•山形インドネシア協会（門脇エニータ氏）※週１回  日本インドネシア協会（九
里氏）※月１回の協力のもと、生活・メンタル面のサポートを行う。 

•夏祭りでインドネシアのブースを設け、地域住民にインドネシアカレーとタピオ
カジュースを無料で提供。地域のイベントへの参加等も行う。 

学習計画（１年目）平２２年（１月）～平２３年（１月） 



【日本語教育】 

•日本語教師（山形日本語ボランティア協会）と日本語学習を行う。 
※基本的な日本語の文法等（週２回） 

【国試対策（筆記・実技）】 

•介護福祉士国家試験対策講座受講（明徳福祉専門学校） 全２２回 

•介護福祉士国家資格試験対策講座（全老施協） 全３回６日間 

•介護福祉士国家試験過去問学習・一問一答等 

•部署責任者・研修担当者による介護技術確認 
※午前中は学習時間確保のため就労を免除  

【職場への適応促進・日本の生活習慣習得】 

•山形インドネシア協会（門脇エニータ氏）※週１回  日本インドネシア協会（九
里氏）※月１回の協力のもと、生活・メンタル面のサポートを行う。 

•地域のイベントへの参加等も行う。 

学習計画（２年目）平成２３年（１月）～平成２４年（１月） 



【日本語教育】 

•日本語教師（山形日本語ボランティア協会）と日本語学習を行う。 
※過去問を中心に問題の理解（週２回） 

【国試対策（筆記・実技）】 

•介護福祉士国家資格試験対策講座（全老施協） 全３回６日間 

•介護技術講習会受講（羽陽学園短期大学） 

•介護福祉士国家試験直前集中講座（明徳福祉専門学校） １２月２５日～１月１０日 

•介護福祉士国家試験過去問学習・一問一答等 
※午前中は学習時間確保のため就労を免除 

【職場への適応促進・日本の生活習慣習得】 

•山形インドネシア協会（門脇エニータ氏）※週１回  の協力のもと、生活・メンタル面
のサポートを行う。 

•適宜、部署責任者・研修担当者・産業カウンセラー等との面談を行う。 

学習計画（３年目）平成２４年（１月）～平成２５年（１月） 



山形新聞 朝刊 ２０１３年４月３日 



インドネシア人介護士を受入れて 

【ホーム・会田主任介護員】 
日常的な会話については、全く支障がなかった
が、専門用語（意味や漢字）には苦労している
ようでした。辞書を片手に、一生懸命努力して
いる姿が印象的です。受入当初は、お祈りや断
食日についての不安がありましたが、本人から
特に配慮する必要がないとの話があり、特段の
配慮をする必要はしていません。 

 

【デイサービス・武田主任介護員】 
常に笑顔で対応してくれるため、利用者
から大変好感を持たれ、信頼も厚かった。
新人職員の良き手本となり、何でも仕事
を任せることができました。介護技術の
面でも全く問題ありませんでした。 
彼女を受け入れて良かったです。 

インドネシア人介護士の受け入れをして 



外国人介護士の２人は明るくて、いつも笑顔。 

勤勉で礼儀正しく、他職員のお手本になる。 

日本人と同じ仕事を行うこともでき、 

今では施設には必要な人材に。 

 

一方、受入施設の経済的負担が大きいことや国試をパスするこ
とのハードルの高さ、その後、介護職として定着できるのかという
大きな課題がある。 

まとめ・今後の課題 

今までは日本に慣れようと頑張ってきましたが、 
インドネシアのことも忘れてはいけないと強く思うようになりました。 

今度はインドネシアのことを広められるように【ジルバブ】を着てます。 


